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⾮肥満者の体重変動に着⽬した 

NAFLD 発症の反事実予測モデルの構築と検証 
 
⾮アルコール性脂肪性肝疾患(Nonalcoholic fatty liver disease : NAFLD)は、アルコールや

ウイルス、薬剤を原因としない脂肪性の肝疾患である。Younossi ら(2016)のメタアナリシ
スによると世界の NAFLD 有病率は約 25%と推定されており、⽇本も同等の有病率が確認
されている。その多くは肥満者に⾒られる所⾒であるが、アジアを中⼼とした地域では、
⾮肥満者でも⽐較的⾼頻度に NAFLD が認められることが問題となっている。NAFLD は
病態として、肝臓の炎症や繊維化といった進⾏性の肝障害を引き起こすものがあること、
また⼼⾎管疾患や糖尿病といった重⼤疾患のリスク因⼦でもあることから、その予防や早
期発⾒が臨床的な課題となる。 
これまでの研究による知⾒から、⾮肥満者における NAFLD のリスク因⼦として「20 歳

からの体重変化」が重要な指標に位置付けられている。しかしこれらの研究は、体重変化
の疾患への影響を集団レベルで捉えたもの(constant assumption)であり、個⼈ごとの影響
のばらつきについては反映されていない。実際の臨床場⾯では個⼈ごとに体重変化の影響
は異なることが想定されるため、患者背景に応じてより個別化された効果を予測すること
が望ましい。 
そこで本卒業研究では、個⼈ごとの疾患発症リスクを予測するモデルに対して、因果推

論の潜在的アウトカムの枠組みを適⽤した反事実予測モデルを当てはめ、疾患発症リスク
の予測と、より個別化された効果の評価を⾏う。 
抄読会では、20 歳からの体重変化に着⽬した反事実予測モデルの構築と検証について説
明する。また個別化された介⼊効果を評価し、どのような臨床的背景を持つ⼈が体重変化
の影響を強く受けるのかについて評価の⽅針を述べる。 
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